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市報

さかいみなとさかいみなと

秋の味覚を求めて秋の味覚を求めて

　　夏のまぐろ感謝祭、冬のカニ感謝祭と並ぶ、境夏のまぐろ感謝祭、冬のカニ感謝祭と並ぶ、境

港の港の水産水産３大まつりの１つである「第３１回水産３大まつりの１つである「第３１回水産

まつり」がまつり」が１０月１２日（日）に１０月１２日（日）に開催されました開催されました。

　今年は来場者４万人を数え、近隣市町村はもと

より、遠方からもたくさんの人が訪れました。

　ベニズワイガニの無料配布が行われ、店頭には

新鮮な魚介類や豊富な水産加工品が並び、マグロ

の解体ショーや魚のつかみ取りなど様々なイベン

トが開催され、笑顔溢れる１日となりました。　

内　容

●園児募集・児童虐待防止・・・・・P２～３

●読書まつり・・・・・・・・・・・P４

●道路工事に伴う、バスコース変更・P５

●境港市の財政状況・・・・・・・・P６～７

●情報あらかると・お知らせ・・・・P８～ 17

●フォトニュース・・・・・・・・・P18

●保健だより・・・・・・・・・・・P19

●催し物・くらしの相談日・・・・・P20



　来年4月から、保育所（園）・認定こども園・私立幼稚園に入所・入園を希望するお子さんを募集します。

※市報10月号でお知らせしましたが、来年度から「子ども・子育て新制度」がスタートすることから、保育の必要性

　の認定が必要になるなど、手続き等が変わります。詳しくは、市ホームページなどでご確認ください。

☆　保育所（園）　☆

▼対　象

　市内在住者で、保護者の仕事や傷病などの理由により、家庭での保育が困難な乳幼児に限ります。なお、現在通って

いる保育所(園 )に引き続き入所を希望される場合は、継続入所の申し込みが必要です。各保育所(園 )でも手続きが

できます。

▼募集内容

　　※１　(　)内は3歳未満児の受入可能数です。

　　※２　募集予定人数は、定員、継続入所予定人数等から算出したものです。今後変動する場合があります。

　　※３　公立保育所の1～2歳児は、市全体の入所申し込み状況に応じて新規入所数を決定します。

　　※４　開所時間は延長時間を含めたものです。保育短時間認定の延長保育を含めた開所時間は未定です。

　　※５　びさい保育園の定員・募集予定人数は美哉幼稚園分を含みます。

▼申し込み期間　１１月１日（土）～１２月５日（金）

　※申込書は、子育て支援課窓口(保健相談センター１階)と各保育所（園）にあります。

▼申し込み・問い合わせ先

　◇子育て支援課児童係（☎４７－１０４５）　◇各保育所（園）

☆　幼稚園　☆

▼対　象　２～５歳児　(平成２１年４月２日～平成２５年４月１日生まれ)

▼募集内容

※美哉幼稚園の募集予定人数は、びさい保育園分を含みます。

※美哉幼稚園は新制度へ移行することから入園手続きが変わります。

▼申し込み期間　随時受け付けています。

▼申し込み・問い合わせ先 (希望する幼稚園)

　◇聖心幼稚園（☎４２－２０４０）　◇美哉幼稚園（☎４２－２８３９）

名　称 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

聖心幼稚園 18 15 1 ×

美哉幼稚園
（認定子ども園） － 12 × 若干名

来年４月入所の園児を募集します来年４月入所の園児を募集します

名　称
定員 [ 人 ]

※１

募集予定人数

[ 人 ] ※２

募集する乳幼児の年齢 開所時間

※４乳児 １～２歳 ３歳以上

渡保育所 120（15） 34（9）

× △
※３

○ 7:30 ～ 19:00上道保育所 110（15） 30（9）

中浜東保育所 120（10） 61（6）

栴檀保育園 120（40） 39（17）

生後
８週後～ ○

○ 7:15 ～ 19:00

みなと保育園 60（60） 21（21） ×

7:30 ～ 19:00

つばさ保育園 105（55） 26（22） ○

あまりこ保育園 150（70） 27（27） ○

育成保育園 50（50） 21（21） ×

外江保育園 150（45） 22（13） ○

夕日ヶ丘保育園 70（35） 12（12） ○ 7:00 ～ 19:00
7:30 ～ 18:00（土）

びさい保育園
（認定こども園）

134（34）
※５

48（34）
※５ 満 1歳～ ○ ○ 7:30 ～ 18:30

※延長保育の実施は未定
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１１月は、児童虐待防止推進月間です
　児童虐待防止のための広報・啓発活動を集中的に行う期間として、１１月を「児童虐待防止推進月間」としています。

◇地域のみなさんへ◇

　児童虐待は早急な対応が必要です。児童虐待が見受けられた場合や児童虐待と疑われる場合には、すぐに市または児童

相談所まで連絡（相談）してください。匿名での連絡も可能です。相談・通告した人のプライバシーは守られます。

　子どもの安全を守るため、皆さんのご協力をお願いします。

◇子育て中の人へ◇

　自分だけがうまく子育てができていない、助けてくれる人がいない、子どもの行動が気に入らない、この子がいなかっ

たら・・・など、育児に悩んでいることはありませんか？自分を追い詰めたり、一人で悩まず、市または児童相談所に気

軽にご相談ください。

　 

　　　　　児童虐待防止啓発活動
  　　　 ～オレンジリボンキャンペーン～

　　　　児童虐待防止のシンボルであるオレンジリボンを使用して民間・地方自治体・国が11月の児童虐待防止

　　　推進月間を中心に広報・啓発活動を行い、児童虐待防止運動について広く知ってもらうためのキャンペー

　　　ンです。市は、１１月の児童虐待防止推進月間に合わせて、境港市要保護児童対策地域協議会（福祉・医療

　　　・警察機関など）の構成員で、オレンジたすきリレー、街頭でのオレンジリボンの配布等を行います。

　 　 ▼連絡（相談）・問い合わせ先

　　　◇境港市子育て支援課　家庭児童相談室（☎４７－１０７５）　
　　　◇米子児童相談所（☎３３－１４７１）

１人で悩まず相談してください！１人で悩まず相談してください！

地域で子育てを応援します！地域で子育てを応援します！
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第１０回　境港市読書活動推進大会

～赤ちゃんから大人まで本で楽しいひとときを～

『境港市読書まつり』『境港市読書まつり』

　【と　き】　１１月３０日（日）午前１１時～　開会式（中央公民館）

　【ところ】　市民会館・市民図書館

《大活字本・大型絵本・布絵本・点字
資料・ドイツ古典絵本の復刻本展示》

《 １ 箱 本 屋 さ ん 》

　みんなが本屋の店長さんになって、自前の本を販

売します。

▼じかん　午後０時２０分～３時

▼ところ　市民会館　和室２号

《手作りカレー等販売！》

《 写　真　展　示 》
「家族と本のある風景」

▼じかん　正午～午後３時

▼ところ　市民活動センター

境港親と子どもの劇場による

《乳幼児と楽しむ絵本とわらべうた》

▼じかん　午後０時３０分～１時

▼ところ　市民会館　和室１号

▼問い合わせ先

　生涯学習課生涯学習係（☎４７－１０９１）

《図書館クイズラリー》

　図書館クイズラリーに参加して景品をゲットし

よう！

▼じかん　午後１時～３時

▼コース　①中央公民館スタート！

　　　　　②和室２号

　　　　　③第１会議室

　　　　　④市民活動センター

　　　　　⑤市民図書館

《 講　演　会 》

▼演　題　本でつながる街づくり

▼講　師　西尾　肇
はじめ

さん

　　　　　（元鳥取市立中央図書館館長）

▼じかん　午前１１時１５分～午後０時１５分

▼ところ　中央公民館

《学校図書館展示》

　市内小・中学校図書館の取り組みを紹介

します。ぜひ、ご覧ください。

▼じかん　午後１時～２時３０分
▼ところ　市民会館　第１会議室

　
山本美

み

千
ち

枝
え

さんによる

《韓国絵本の読み聞かせ》

　『韓国ワールドをのぞいてみませんか？』

▼じかん　午後２時３０分～３時

▼ところ　市民会館　第１会議室

《こども科学体験教室》

米子工業高等専門学校出前講座

☆人工イクラづくり

☆色付きのスライムづくり

▼じかん　午後１時２０分～２時２０分

▼ところ　中央公民館
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道路舗装改修工事に伴う道路舗装改修工事に伴う

日ノ丸バス 日ノ丸バス とと はまるーぷバス  はまるーぷバス のの
コース変更のお知らせコース変更のお知らせ

　市道外浜線道路の舗装改修工事に伴い、工事区間が全面通行止めになるため、日ノ丸バスと、はまるーぷバスは

迂
う

回
かい

運行となります。皆さまには、ご迷惑・ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

バス迂回運行

▼迂回期間　１１月６日（木）から１２月１５日（月）まで

▼迂回時間　はまるーぷバス　…　終　日

　　　　　　日ノ丸バス　　　…　午前９時３０分から午後５時まで

　　　　　　※日ノ丸バスは、上記の時間以外および日曜祝日は通常

　　　　　　　運行となります。

▼日ノ丸バスの予定迂回路線（高松町～財ノ木町）※バス停に掲示される案内をご確認ください。

▼はまるーぷバスの迂回路線(高松町～小篠津町）

【生活コース】【メインコース】

【問い合わせ先】

◇市道外浜線舗装改修工事について

　管理課土木係（☎47－1061）

◇はまるーぷバスの迂回運行について

　通商観光課観光振興係（☎47－1068）

◇日ノ丸バスの迂回運行について

　日ノ丸自動車㈱米子支店（☎32－2123）

 
 

 
 

 
 

 

5　平成２６年１１月



▼問い合わせ先

　財政課財政係（☎47－1012）

区　別 予算現額 収入済額 収入率

市 税 37 億 2,533 万円 24 億 2,094 万円 65.0％

地 方 交 付 税 35 億 7,000 万円 23 億 5,639 万円 66.0％

国・県支出金 43 億 6,688 万円 11 億 6,382 万円 26.7％

市 債 21 億 2,560 万円 0万円 0％

そ の 他 48 億 8,135 万円 11 億   213 万円 22.6％

合 計 186 億 6,916 万円 70 億 4,328 万円 37.7％

区　分
１人当たり
の負担額

１世帯当たり
の負担額

備　考

市 税 104,386 円 244,878 円

人口

　35,688 人

世帯数

　15,213 世帯

国民健康

保 険 税
84,087 円 136,463 円

被保険者数

　8,228 人

対象世帯数

　5,070 世帯

総務費（執行率：30.9％）

予算現額　19億  407 万円

支出済額　 5 億 8,887 万円

民生費（執行率：36.7％）

予算現額　54億 6,851 万円

支出済額　20億  832 万円

農林水産業費（執行率：20.1％）

予算現額　13億  518 万円

支出済額　 2 億 6,294 万円

商工費（執行率：63.6％）

予算現額　18億 9,994 万円

支出済額　12億  766 万円

その他（執行率：40.0％）

予算現額　19億 3,647 万円

支出済額　 7 億 7,423 万円

公債費（執行率：46.7％）

予算現額　14億 8,714 万円

支出済額　 6 億 9,517 万円

教育費（執行率：32.8％）

予算現額　29億 3,688 万円

支出済額　 9 億 6,405 万円

土木費（執行率：11.3％）

予算現額　17億 3,097 万円

支出済額　 1 億 9,618 万円

一般会計歳出一般会計歳出

予算現額：186 億 6,916 万円

支出済額： 66 億 9,742 万円

　　　　　（執行率：35.9％）

一般会計歳入一般会計歳入 市民の税負担状況市民の税負担状況

境 港 市 の　 財 政 状 況財 政 状 況
　境港市は、市民の皆さんが納める税金や国から交付される地方交付税

などで運営されています。これら収支の状況は、毎年２回財政公表とし

てお知らせしています。今回は平成２６年度予算の執行状況や市債の状

況などについてお知らせします。

（平成２６年９月３０日現在）
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境 港 市 の　 財 政 状 況境 港 市 の　

用

語

の

説

明

【
一
般
会
計
】

　

市
が
行
う
行
政
運
営
の
基
本
的
な

経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、
市
の
会

計
の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に

一
般
会
計
と
区
別
し
て
設
置
す
る
も

の
で
す
。

【
公
営
企
業
会
計
】

　
「
独
立
採
算
」
を
原
則
と
す
る
会

計
で
、
特
別
会
計
の
う
ち
※
印
の
も

の
で
す
。

【
市　

税
】

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
、
国
が
徴

収
し
た
税
金
の
う
ち
、
市
の
財
政
状

況
な
ど
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
で
す
。

【
国
・
県
支
出
金
】

　

工
事
や
福
祉
、
教
育
事
業
な
ど
、

特
定
の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

国
ま
た
は
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

【
市　

債
】

　

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国

や
金
融
機
関
か
ら
借
り
る
市
の
借
金

で
す
。

【
総
務
費
】

　

課
税
徴
収
、
市
民
活
動
、
広
報
、

情
報
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】

　

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
保
育
所
、

生
活
保
護
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

農
林
水
産
業
の
振
興
や
基
盤
整
備

等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
商
工
費
】

　

各
種
資
金
融
資
や
観
光
振
興
等
に

関
す
る
経
費
で
す
。

【
土
木
費
】

　

道
路
、
公
園
の
整
備
や
維
持
管
理
、

市
営
住
宅
管
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
教
育
費
】

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
図
書
館
、

公
民
館
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
公
債
費
】

　

市
が
借
り
入
れ
た
借
金
（
市
債
）

の
返
済
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
一
時
借
入
金
】

　

支
出
す
る
現
金
が
不
足
し
た
と
き

に
、
資
金
繰
り
の
た
め
金
融
機
関
か

ら
一
時
的
に
借
り
る
お
金
で
す
。

【
基　

金
】

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て

ら
れ
る
資
金
等
で
、
市
の
貯
金
で
す
。

会計名 未償還額

一 般 会 計 116 億 8,580 万円

下水道事業費特別会計 103 億 5,965 万円

そ の 他 特 別 会 計 2億 7,045 万円

合 計 223 億 1,590 万円

会計名 借入金額

一 般 会 計 7億 4,000 万円

会計名
（※印：公営企業会計）

予算現額
収入済額

支出済額

国民健康保険費 42 億 1,905 万円
15 億 5,735 万円

17 億 4,447 万円

駐 車 場 費 ※ 1億 5,295 万円
2,205 万円

1億 2,421 万円

下水道事業費※ 28 億 4,417 万円
3億 3,091 万円

10 億 8,134 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

600 万円
50 万円

47 万円

介 護 保 険 費 36 億 3,604 万円
14 億 5,649 万円

14 億 3,898 万円

土地区画整理費※ 4億 9,840 万円
0万円

4億 8,016 万円

市 場 事 業 費 ※ 11 億 8,328 万円
2,512 万円

2億 7,370 万円

後期高齢者医療費 3億 7,279 万円
1億 2,785 万円

1億 2,257 万円

特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況 市債の現在高市債の現在高

一時借入金の現在高一時借入金の現在高

市財産の状況市財産の状況

基金

49 億 9,053 万円

土地

1,778,777 平方㍍

建物

141,137 平方㍍

有価証券・出資金など

2億 5,021 万円

市民１人当たりの市債現在高

（公営企業会計を除く）

　　　327,531 円

7　平成２６年１１月



情報あらかると

図書館に行こう図書館に行こう！！

　

左
の
写
真
は
昭
和
初
期
の
外
江
北き
た

灘な
だ

の
合
同
汽
船
乗
り
場
で
、
松
江
方
面
か

ら
外
江
経
由
境
港
・
美
保
関
行
き
と
思

わ
れ
る
合
同
汽
船
が
停
泊
し
て
い
ま
す
。

　

中
海
海
運
で
発
展
し
て
き
た
外
江
港

は
、
江
戸
末
期
の
境

さ
か
い
み
な
と
て
つ
ざ
ん
ゆ
う
づ
う
か
い
し
ょ

港
鉄
山
融
通
会
所

の
開
設
ま
で
は
北
前
船
の
出
入
り
で
賑

わ
い
、
俗
に
外
江
千
軒
と
い
わ
れ
、
境

村
の
戸
数
を
上
回
る
勢
い
で
し
た
。

　

し
か
し
、
風か

ぜ

待ま
ち

港こ
う

と
し
て
の
意
味
合

い
も
あ
っ
た
外
江
港
は
、
や
が
て
外
海

に
遠
い
地
理
上
の
問
題
や
鳥
取
藩
の
施

設
が
充
実
し
て
き
た
境
村
に
そ
の
地
位

を
譲
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

幕
末
の
頃
に
は
外
海
と
の
海
運
は
落

ち
ま
す
が
、
中
海
の
海
運
は
従
前
と
同

じ
く
盛
ん
で
し
た
。
明
治
維
新
の
混
乱

期
を
く
ぐ
り
抜
け
る
と
、
帆
船
か
ら
汽

船
へ
と
変
革
し
て
き
ま
す
。

　

中
海
圏
各
地
に
汽
船
会
社
が
乱
立
し

競
合
し
た
こ
と
か
ら
、
明
治
40
年
に
主

要
汽
船
会
社
が
合
併
し
、
松
江
合
同
汽

船
の
誕
生
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
同
汽
船
の
寄
港
す
る
こ
の

海
岸
に
は
外
江
│
森
山
の
間
を
艪ろ

で
漕

ぐ
渡
舟
が
往
来
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
浅
瀬
の
た
め
こ
の
渡
舟
が

合
同
汽
船
の
艀

は
し
け
ぶ
ね舟

の
役
割
も
し
て
い
ま

し
た
が
、
大
正
9
年
に
合
同
汽
船
会
社

に
よ
っ
て
桟
橋
が
架
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
の
こ
と
を
地
元
の
人
に

聞
く
と
、
停
泊
し
て
い
る
合
同
汽
船
の

下
を
潜
っ
て
沖
合
い
に
出
る
こ
と
が
、

男
の
子
の
上
級
生
に
上
が
る
試
練
の
一

つ
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
し
た
ら
大
変
で
す
が
、
よ
き

時
代
の
ひ
と
コ
マ
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室　

小こ

灘な
だ

浩
ひ
ろ
し

）

あ
の
時
、
こ
の
今

あ
の
時
、
こ
の
今

　
　

〜

　
　

〜
写
真
で
振
り
返
る
〜

写
真
で
振
り
返
る
〜

と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

合同汽船と外江港合同汽船と外江港

　養
ようしょく

殖と輸
ゆ

入
にゅう

魚
ぎょ

に占
せんりょう

領される

日
にっ

本
ぽん

の食
しょくたく

卓。知
し

られざる日
にっ

本
ぽん

漁
ぎょぎょう

業の疲
ひ

弊
へい

・凋
ちょうらく

落を、再
さい

生
せい

に

変
か

える活
かっ

性
せい

化
か

の秘
ひ

訣
けつ

とは。

　台
たい

風
ふう

や火
か

山
ざん

活
かつ

動
どう

、地
じ

震
しん

など

は地
ち

球
きゅう

の自
し

然
ぜん

な営
いとな

みです。人
じん

力
りょく

の及
およ

ばない自
し

然
ぜん

現
げん

象
しょう

を正
ただ

し

く理
り

解
かい

し備
そな

えることが大
たい

切
せつ

。

　アジア・アフリカと一
いっ

括
かつ

さ

れることも多
おお

い。アジア人
じん

の

我
われ

々
われ

がほとんど知
し

らない巨
きょ

大
だい

大
たい

陸
りく

アフリカをこの１冊
さつ

で。

　ノーベル賞
しょう

作
さっ

家
か

が東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

後
ご

に自
じ

作
さく

短
たん

篇
ぺん

を読
よ

み直
なお

し、

手
て

を入
い

れた。戦
せん

後
ご

世
せ

代
だい

の自
じ

己
こ

表
ひょう

現
げん

と社
しゃ

会
かい

像
ぞう

の提
てい

出
しゅつ

、と語
かた

る。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇この思
おも

いを聞
き

いてほしい！

　１０代
だい

のメッセージ　　 （池
いけ

田
だ

香
か

代
よ

子
こ

）

◇５アンペア生
せい

活
かつ

をやってみたい　

　　　　　　　　　　　　（斎
さい

藤
とう

健
けん

一
いち

郎
ろう

）

◇天
てん

空
くう

の家
いえ

―イラン女
じょ

性
せい

作
さっ

家
か

選
せん

　　　　　　　　　　　　（藤
ふじ

元
もと

優
ゆう

子
こ

編
へん

）

◇犬
いぬ

たちの明
めい

治
じ

維
い

新
しん

　　　　（仁
に

科
しな

邦
くに

男
お

）

◇喰
く

らう読
どく

書
しょ

術
じゅつ

　　　　　　　（荒
あら

俣
また

宏
ひろし

）

◇文
ぶん

芸
げい

誌
し

編
へん

集
しゅう

実
じっ

記
き

　　　　　　（寺
てら

田
だ

博
ひろし

）

◇袴
はかま

田
だ

事
じ

件
けん

―冤
えん

罪
ざい

の深
しん

層
そう

　　（山
やま

本
もと

徹
てつ

美
み

）　

◇日
に

本
ほん

の年
ねん

金
きん

　　　　　　　（駒
こま

村
むら

康
こう

平
へい

）

◇子
こ

を看
み

るとき、子
こ

を看
み

とるとき

　―沈
ちん

黙
もく

の命
いのち

に寄
よ

り添
そ

って　（山
やま

崎
ざき

光
こう

祥
しょう

）

◇哲
てつ

学
がく

の使
つか

い方
かた

　　　　　　（鷲
わし

田
だ

清
きよ

一
かず

）

　　　　　　　　　　　ほか、計
けい

424冊
さつ

☆貸
かし

出
だし

冊
さつ

数
すう

・期
き

間
かん

　１
ひとり

人５冊
さつ

・２週
しゅう

間
かん

☆絵
え

本
ほん

・児
じ

童
どう

書
しょ

　新
しん

刊
かん

書
しょ

のほか、読
よ

み継
つ

が

れてきた名
めい

著
ちょ

がたくさんあります。

☆大
だい

活
かつ

字
じ

本
ぼん

　大
おお

きな活
かつ

字
じ

の本
ほん

があります。

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

（☎47-1099）

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

１０時
じ

～午
ご

後
ご

６時
じ

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

週
しゅう

月
げつ

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

日に
っ

本ぽ
ん

の
海う

み

か
ら
魚

さ
か
な

が
消き

え
る
日ひ

　
　
　
　
　
　

 　

小こ

松ま
つ 

正ま
さ

之ゆ
き

自し

然ぜ
ん

災さ
い

害が
い

か
ら

          

い
の
ち
を
守ま

も

る
科か

学が
く

　
　
　

川か
わ

手て

新し
ん

一い
ち

・
平ひ

ら

田た

大だ
い

二じ

ア
フ
リ
カ
学が

く

事じ

典て
ん

　
　
　
　

日に

本ほ
ん

ア
フ
リ
カ
学が

っ

会か
い

大お
お

江え

健
け
ん

三
ざ
ぶ

郎
ろ
う

自じ

選
せ
ん

短
た
ん

篇
ぺ
ん

　
　
　
　
　
　

 

大お
お

江え 

健け
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

外江港（昭和初期）

元外江港周辺（現在）

市報さかいみなと　8



【事例】

　「今契約しているプロバイダより安くなる」と電話

で勧誘され、契約することにした。業者の指示でパソ

コンを操作した後、遠隔操作で変更手続きが行われた。　

　しかし、その後届いた通知で、頼んでいないサービ

スが契約された上、以前より高い利用料が発生するこ

とがわかった。解約したいが違約金が必要と言われた。

【問題点】

○大手電話会社やその関連業者であるかのように名　

　乗って勧誘してくる事例があります。

○不意打ち的に勧誘し、考える時間を与えずに契約す

　るよう勧めます。

○業者の指示で遠隔操作用の無料ソフトをダウンロー

　ドすることで遠隔操作が可能になります。知らない

　間に希望しないサービスを申し込んだことになって

　いるケースもあります。

【アドバイス】

○業者に遠隔操作をさせて契約してはいけません。

○業者名を必ず確認すること。大手電話会社の関連業

　者の場合は、大手電話会社に確認しましょう。

○プロバイダ等の契約にはクーリング・オフ制度がな　

　く、口頭でのやり取りでも契約が成立します。

○契約内容がわからないまま、電話口で承諾してはい

　けません。まず書面の交付を求めて確認し、契約の

　必要がなければはっきり断りましょう。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

遠隔操作によるプロバイダ変更

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

150 135消費生活相談室です消費生活相談室です みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

人権学習地区巡回講座

　今年度と来年度は「気持ちが楽になる 人付き合い

の方法」をテーマに、２年間で市内７地区を巡回しま

す。今年度は、誠道・中浜地区（9・10月に開催済み）

と11月は渡地区で開催します。

　このような人権問題について学習する講座 (懇談

会 )は、鳥取県内全ての市町村で開催されていますが、

多くの地域で参加者の少なさや固定化に悩んでおり、

境港市も同様です。

　差別や人権について学ぶことで、自分自身を振り返

るきっかけにもなります。より多くの人が参加され、

人権を身近に感じていただけたらと思います。

【今年度の講座参加者の感想】

○身近な内容、誰もが気付かせられるドラマで、自分 

　を見つめ直すいい機会になりました。沢山の人に参

　加していただけたらなあと思いました。(40代女性)

○講座にぴったりのビデオだった。偏見は今でもあ

　りうる事です。(70代男性 )

お忘れなく！

国 民 健 康 保 険 税 5 期

後期高齢者医療保険料 5 期

介 護 保 険 料 4 期

の納期限は

１２月 １ 日（月）
・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します

　「公益社団法人とっとり被害者支援センター」では、犯罪により被

害を受けた人やその家族を支援する活動を行っています。

　境港警察署では、犯罪被害者支援チャリティーバザーを開催し、そ

の収益金を同センターへ寄付することとしました。

　多くの市民の皆さんのお越しをお待ちしております。

日時：11月19日（水）　午前９時～午後５時

　　　11月20日（木）　午前９時～正午

場所：境港市上道町1891-3

　　　境港警察署３階会議室

犯罪被害者支援チャリティーバザーを開催します

講座の様子（ドラマ視聴中）

み～なちゃん

9　平成２６年１１月



informationinformation

父
子
家
庭
へ
の
貸
付
制
度

　
「
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
」
は
、

母
子
世
帯
等
の
生
活
の
安
定
と
向
上

の
た
め
に
資
金
を
貸
付
け
る
制
度
で

す
。
こ
れ
ま
で
母
子
家
庭
と
寡
婦
の

人
が
対
象
で
し
た
が
、
10
月
か
ら
新

た
に
父
子
家
庭
も
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
場
合

は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
貸
付
金
の
種
類

　

修
学
資
金
、
就
学
支
度
資
金
、
修

業
資
金
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
の
人
へ

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
は
、
警
察

に
届
け
出
後
、
忘
れ
ず
に
市
民
課
で

共
済
金
の
請
求
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
請
求
に
は
、
事
故
証
明
書

ま
た
は
第
三
者
の
証
明
（
事
故
証
明

書
が
取
れ
な
い
場
合
に
限
る
）
が
必

要
で
す
。
請
求
期
間
は
事
故
が
あ
っ

た
翌
日
か
ら
３
年
以
内
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　

運
行
中
の
車
・
自
転
車
等
に
乗
っ

て
い
る
と
き
の
事
故
、
運
行
中
の
交

通
機
関
と
の
接
触
に
よ
る
事
故
等

▼
共
済
金
（
１
口
加
入
の
場
合
）

◇
死
亡
の
場
合　
　

１
０
０
万
円

◇
入
院
（
日
額
）　　
　
　

２
千
円

◇
通
院
（
日
額
）　　
　
　
　

千
円

※
新
規
加
入
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
３
）

◇
全
労
災
鳥
取
県
本
部
西
部
支
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
４
１
３
３
）

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の
助
成

　

乳
幼
児
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
接

種
券
を
10
月
中
旬
に
発
送
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　

　

10
月
以
降
に
転
入
さ
れ
、
接
種
券

の
な
い
人
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
お

持
ち
の
う
え
、
健
康
推
進
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平
成
26
年

６
月
30
日
生
ま
れ
の
人

▼
助
成
限
度
額

　

対
象
１
人
に
つ
き
２
千
円

▼
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

障
害
者
手
当
等
の
ご
案
内

【
特
別
障
害
者
手
当
】

▼
対　

象

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生

活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
、
在

宅
の
20
歳
以
上
の
人

▼
手
当
額
（
月
額
）　

２
万
６
千
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

▼
対　

象

　

在
宅
の
重
度
の
障
が
い
児
で
、
日

常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る

19
歳
以
下
の
人

▼
手
当
額
（
月
額
）

　

１
万
４
１
４
０
円

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

▼
対　

象

　

中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
19
歳

以
下
の
児
童
を
在
宅
で
養
育
し
て
い

る
人

▼
手
当
額
（
月
額
１
人
当
た
り
）

◇
１
級　

４
万
９
９
０
０
円

◇
２
級　

３
万
３
２
３
０
円

【
共
通
事
項
】

　

い
ず
れ
も
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
申
請
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
２
１
）

「
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

９
月
に
米
子
自
動
車
道
の
大
山
Ｐ

Ａ
（
下
り
）
で
毒
グ
モ
の
特
定
外
来

生
物
「
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
」
が
発
見
・

駆
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
分
布
、
生
息
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
中
国
地
方
で
は

島
根
県
を
除
く
４
県
で
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
内
で
は
昨
年
の
大
山
町

に
続
き
、
２
例
目
と
な
り
ま
す
。

▼
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
と
は

　

豪
州
原
産
の
ク
モ
で
、
メ
ス
は
毒

を
も
っ
て
い
ま
す
。
咬
ま
れ
る
と
痛

む
ほ
か
、
重
症
化
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
メ
ス
は
体
長
10
㎜
、
黒
色
で

背
面
に
赤
い
模
様
が
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。
オ
ス
は
体
長
５
㎜
で
褐
色
で

す
。
輸
入
資
材
な
ど
に
付
着
し
て
侵

入
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
生
息
し
や
す
い
場
所

◇
陽
の
よ
く
あ
た
る
場
所
の
地
面
近

　

く
の
隙
間
や
く
ぼ
み 

◇
道
路
側
溝
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、
エ
ア

　

コ
ン
室
外
機
等
の
物
陰 

▼
見
つ
け
た
場
合

　

毒
が
あ
る
た
め
咬
ま
れ
な
い
よ
う

注
意
が
必
要
で
す
。
素
手
で
触
ら
ず
、

西
部
総
合
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

駆
除
に
は
市
販
の
殺
虫
剤
が
有
効

で
す
。
ま
た
、
万
が
一
咬
ま
れ
た
場

合
は
、
医
療
機
関
へ
そ
の
旨
を
速
や

か
に
相
談
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
西
部
総
合
事
務
所
生
活
安
全
課 

　
　
　
　
　
　
（
☎
31
‐
９
３
２
０
）

◇
環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係
（
清
掃

セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

 
 
 
 
 
 
 
 

セアカゴケグモ
（環境省ＨＰより）
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informationinformation

犯
罪
被
害
者
週
間

【
11
月
25
日
〜
12
月
１
日
】

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、
直

接
的
な
被
害
の
ほ
か
に
、
い
わ
れ
の

な
い
う
わ
さ
や
中
傷
に
よ
っ
て
傷
つ

け
ら
れ
た
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵

害
さ
れ
る
な
ど
の
二
次
的
な
被
害
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

人

権

週

間

【

12

月

４

日

〜

10

日

】

　

世
界
人
権
宣
言
が
国
連
総
会
で
採

択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
記
念
し
て
、

「
人
権
デ
ー
」
と
し
、
こ
の
日
に
先

立
つ
１
週
間
を
人
権
週
間
と
し
て
い

ま
す
。

　

人
権
と
は
、
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め

に
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
持
つ
権
利
で
す
。

　

差
別
や
偏
見
に
と
ら
わ
れ
な
い
人

権
意
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強

化

週

間

　

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

の
解
決
を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に

電
話
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
実
施
期
間
・
受
付
時
間

　

11
月
17
日
（
月
）
〜
23
日
（
日
）

◇
平　

日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

◇
土
・
日
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
専
用
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

▼
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
22
‐
２
４
７
０
）

秋
の
火
災
予
防
運
動

〜
も
う
い
い
か
い

火
を
消
す
ま
で
は

ま
あ
だ
だ
よ
〜

▼
運
動
期
間

　

11
月
９
日
（
日
）
〜
15
日
（
土
）

▼
重
点
目
標

「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」

　

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
被
害
を

減
少
さ
せ
る
た
め
、「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

境
港
消
防
署

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
０
１
１
９
）

子
ど
も
・
若
者
育
成

支

援

強

調

月

間

　

内
閣
府
で
は
11
月
を
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
定
め
、

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
対
す

る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

各
種
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
学
校
、
企
業
、
地
域
な
ど

社
会
全
般
に
深
く
関
係
す
る
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
へ
の
取
組
が
、

国
民
的
な
理
解
と
広
が
り
を
も
っ
た

も
の
と
な
る
よ
う
、
こ
の
運
動
の
推

進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

種 別 土　木 土　木 建　築 建　築 建　築 土　木

工 事 名
弓浜北・南橋梁
修繕工事

外江６７号線
改良工事

上道保育所
改修工事（建築）

中浜東保育所
改修工事（建築）

渡保育所改修工事
（建築）

中野町汚水枝線
（その 21）工事

入 札 日 9 月 12 日 9 月 12 日 9 月 24 日 9 月 24 日 9 月 24 日 10 月 8 日

予 定 価 格 12,551 千円 18,944 千円 32,798 千円 43,028 千円 27,000 千円 65,759 千円

落 札 額 11,232 千円 18,360 千円 31,860 千円 42,120 千円 26,136 千円 63,763 千円

落 札 率 89.5% 96.9% 97.1% 97.9% 96.8% 97.0%

落 札 者 ㈱みたこ土建 ㈲大東工業 境港土建㈱
㈱平田組
境港出張所

足立燃料㈲ ㈲環建

有　

料　

広　

告

種 別 土　木 設　計

工 事 名
上道新屋線外１
改良工事

外江地区排水路改修工事
「雨水排水系統調査・
基本設計業務委託」

入 札 日 9 月 12 日 9 月 12 日

予 定 価 格 18,105 千円 16,383 千円

落 札 額 17,280 千円 11,394 千円

落 札 率 95.4% 69.5%

落 札 者 ㈱箕矢組
㈱ウエスコ
境港営業所

11　平成２６年１１月
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11

月

９

日

は

『
１
１
９
番
の
日
』
で
す

　

消
防
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
さ
ら
に
深
め
、
防
火
防
災
意
識

の
高
揚
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体

制
の
確
立
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
昭
和
62
年
よ
り
11
月
９
日
を

『
１
１
９
番
の
日
』
と
し
て
い
ま
す
。

◇
消
火
活
動
や
救
急
、
救
助
活
動
は

　

１
分
１
秒
を
争
う
時
間
と
の
勝
負

　

で
す
。

◇
１
１
９
番
通
報
は
西
部
消
防
局
指

　

令
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
、
災
害

　

現
場
に
消
防
車
や
救
急
車
の
出
動

　

が
指
令
さ
れ
ま
す
。

◇
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
電
話
の

　

そ
ば
に
自
宅
の
住
所
、
電
話
番
号

　

を
記
入
し
た
メ
モ
を
準
備
し
て
お

　

き
ま
し
ょ
う
。

◇
携
帯
電
話
等
か
ら
の
通
報
で
は
、

　

目
標
物
と
な
る
建
物
や
住
所
表
示

　

な
ど
で
居
場
所
を
確
認
し
、
落
ち

　

着
い
て
係
員
の
質
問
に
答
え
て
く

　

だ
さ
い
。

※
消
防
業
務
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
施
設
見
学
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
局
総
務
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
35
‐
１
９
５
１
）

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

　

市
で
は
既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽

お
よ
び
汲
み
取
り
便
所
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
た

め
、
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

【
合
併
処
理
浄
化
槽
の
利
点
】 

　

浄
化
槽
に
は
、
し
尿
の
み
を
処
理

す
る
単
独
処
理
浄
化
槽
と
、
し
尿
の

ほ
か
に
台
所
、
風
呂
な
ど
の
生
活
雑

排
水
を
併
せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理

浄
化
槽
が
あ
り
ま
す
。

　

単
独
処
理
浄
化
槽
や
汲
み
取
り
便

所
の
建
物
は
、
生
活
雑
排
水
を
汚
れ

た
状
態
で
側
溝
な
ど
に
排
水
す
る
た

め
、
海
や
川
な
ど
の
水
質
を
悪
化
さ

せ
ま
す
。
改
善
の
た
め
に
は
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
が
必
要
で
す
。

【
補
助
金
の
仕
組
み
】 

　

既
存
の
建
物
に
合
併
処
理
浄
化
槽

（
環
境
省
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
で
、
50
人
槽
以
下
に
限
る
。）

を
設
置
す
る
際
、
左
表
の
限
度
額
を

上
限
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
金
の
限
度
額

▼
対
象
と
な
る
地
域

　

公
共
下
水
道
事
業
を
行
う
区
域
以

外
の
地
域
（
渡
地
区
、外
江
地
区
等
）

※
平
成
27
年
度
に
は
、
渡
地
区
や
外

港
外
江
線
以
南
の
外
江
地
区
な
ど
が
、

補
助
金
の
対
象
地
域
か
ら
除
外
さ
れ

る
予
定
で
す
。

▼
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

◇
建
物
を
新
築
す
る
際
の
設
置

◇
10
㎡
以
上
の
増
改
築
（
建
築
確
認

　

申
請
を
伴
う
も
の
）
に
併
せ
た
設

　

置
※
補
助
金
申
請
は
設
置
工
事
の
着
手

前
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
普
及
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
１
８
）

季
節
金
融
対
策
資
金

▼
貸
付
対
象
者

　

市
内
で
１
年
以
上
の
事
業
実
績
が

あ
り
、
市
税
の
滞
納
が
な
く
、
中
小

企
業
信
用
保
険
法
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
中
小
企
業
者

▼
貸
付
限
度
額　

３
０
０
万
円

▼
貸
付
期
間　

６
カ
月
以
内

▼
申
込
期
間

　

11
月
10
日
（
月
）
〜
17
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
込
期
間
中
に
、山
陰
合
同
銀
行
・

鳥
取
銀
行
・
島
根
銀
行
・
米
子
信
用

金
庫
・
鳥
取
西
部
農
業
協
同
組
合
の

市
内
各
支
店
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
の
決
定

　

融
資
枠
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
、
抽
選
と
し
ま
す
。
融

資
に
は
、金
融
機
関
所
定
の
手
続
き
・

審
査
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
６
）

農
業
委
員
会
情
報

【
畑
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
】

　

遊
休
農
地
の
解
消
と
担
い
手
農
家

な
ど
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
が
課
題

で
す
。

　

市
で
は
、
農
用
地
区
域
内
の
畑
を

（
一
財
）
境
港
市
農
業
公
社
が
仲
介

し
、
特
産
の
白
ね
ぎ
等
の
野
菜
栽
培

を
す
る
担
い
手
農
家
な
ど
へ
お
貸
し

し
て
い
ま
す
。
耕
作
し
て
い
な
い
畑

を
お
持
ち
の
人
や
、
畑
の
借
り
入
れ

を
希
望
さ
れ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

清
掃
セ
ン
タ
ー
情
報

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

◇
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
８
６
２
６
）

有　

料　

広　

告

◎毎月第３日曜日 

 ≪家庭系ごみの

　　　　　 受け入れ≫

　１１月１６日（日）
　（午前９時～正午）

人槽区分 限度額

５人槽 351,000 円

６～７人槽 441,000 円

８～５０人槽 588,000 円

単独処理浄化槽
撤去費（※）

90,000 円

※合併槽の設置と同時に単独槽を
　撤去する場合、上乗せして交付

市報さかいみなと　12



informationinformation

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

臨
時
福
祉
給
付
金

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

人
に
は
申
請
書
（
若
草
色
の
用
紙
）

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
は
早
め

に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

▼
申
請
期
限　

来
年
１
月
22
日（
木
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
臨
時
福
祉
給
付
金
担

当　
　
　
　
　
（
☎
46
‐
０
２
９
４
）

２

０

１

５

年

版

県
民
手
帳
を
販
売
中

　

日
記
式
手
帳
で
、
境
港
市
や
鳥
取

県
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
庁
舎
２
階
の
総
務

課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

▼
価　

格　

７
０
０
円
（
税
込
）

▼
サ
イ
ズ　

縦
14
㎝
×
横
８
㎝

▼
色　

５
色
（
黒
、
赤
、
梨
、
ラ
ク

ダ
、
ピ
ン
ク
）

※
市
役
所
で
の
販
売
分
は
、
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
行
政
係　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
７
）

ご

存

じ

で

す

か
？

検
察
審
査
会
制
度

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の

犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が

事
件
を
裁
判
所
に
起
訴
し
て
く
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

人
は
、
米
子
検
察
審
査
会
事
務
局
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
２
２
０
５
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▼
融
資
額　

３
５
０
万
円
以
内

※
子
ど
も
１
人
に
つ
き

▼
金
利
（
固
定
）

　

年
２
・
３
５
％
（
10
月
10
日
現
在
）

※
11
月
10
日
に
２
・
２
５
％
へ
引
き

下
げ
予
定
で
す
。

▼
返
済
期
間　

15
年
以
内

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６
）

　
（
☎
03
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
和
菓
子
ま
つ
り
】

　

境
港
市
、
米
子
市
、
安
来
市
の
菓

子
店
が
集
ま
り
、
自
慢
の
和
菓
子
を

振
る
舞
い
ま
す
。
60
分
間
和
菓
子
の

食
べ
放
題
！
お
茶
席
も
あ
り
ま
す
。

◇
と　

き　

11
月
24
日
（
月
・
振
休
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル

◇
料　

金　

前
売
券
６
０
０
円

　
　
　
　
　

当
日
券
７
０
０
円

【
第
３
回
国
際
交
流
の
日

　
　
　

〜
ロ
シ
ア
を
楽
し
も
う
〜
】

　

ロ
シ
ア
の
食
事
・
文
化
が
満
喫
で

き
る
一
日
。
タ
ワ
ー
全
館
無
料
開
放

し
ま
す
！

▼
と　

き　

11
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

３
階
シ
ア
タ
ー
、
環
日

本
海
研
究
室
な
ど

▼
料　

金　

無
料

▼
内　

容

◇
ホ
フ
ロ
マ
塗
り
ス
プ
ー
ン
演
奏

◇
ロ
シ
ア
民
謡
の
合
唱
に
挑
戦

◇
ロ
シ
ア
写
真
展

◇
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
マ
ト
リ
ョ
ー
シ

　

カ
づ
く
り
（
要
予
約
）

・
と　

き

①
午
前
10
時
〜
11
時

②
午
後
１
時
〜
２
時

③
午
後
２
時
〜
３
時

・
定　

員　

各
回
５
人

・
参
加
費　

千
円

◇
民
族
衣
装
を
着
て
写
真
撮
影
を
し

　

よ
う

◇
ボ
ル
シ
チ
の
ふ
る
ま
い
（
先
着
１

　

０
０
人
）

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

≪

お
詫
び
と
訂
正≫

　

市
報
さ
か
い
み
な
と
10
月
号
の
掲

載
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

◎
24
ペ
ー
ジ
・
催
し
物
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
内
『
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
』
の

問
い
合
わ
せ
先

（
正
）
☎
44
‐
６
６
６
０
（
永
見
）

（
誤
）
☎
45
‐
０
２
７
５
（
永
見
）

◎
24
ペ
ー
ジ
・
催
し
物
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
内『
海
洋
環
境
１
マ
イ
ル
写
真
展
』

の
問
い
合
わ
せ
先

（
正
）
☎
０
８
０
‐
４
２
６
８
‐

１
０
０
６
（
八
田
）

（
誤
）
☎
45
‐
０
２
７
５
（
八
田
）

有　

料　

広　

告

『市民と議会の懇談会』開催

　８月に台風の影響で中止となった２会場

について、あらためて「市民と議会の懇談

会」を開催します。

　懇談会では今年の議会報告をはじめ、「境

港市議会政治倫理条例（案）」の概要を説

明します。

　市民の皆さんと議員がお互いに自由な形

で情報や意見を交換し、理解を深め合う場

となればと考えています。

　途中入場・途中退場でも結構です。ぜひ、

あなたの声をお聞かせください。

▼と　き　１１月２１日（金）

　　　　　◇開場　午後７時

　　　　　◇開会　午後７時３０分～

　　　　　（閉会予定　午後９時）

▼ところ　外江公民館、中浜公民館集会所

▼問い合わせ先

　議会事務局（☎４７－１０９７）

13　平成２６年１１月
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夜
間
の
納
税
相
談

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

11
月
28
日
（
金
）、12
月
25
日
（
木
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
９
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

11
月
12
日
（
水
）、12
月
10
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

第
６
期
中
海
湖
沼
水
質
保
全

計
画
（
素
案
）
住
民
説
明
会

　

鳥
取
・
島
根
両
県
で
は
、
中
海
の

水
質
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
の
水
質
浄
化
対
策
を
含
め

て
、
第
６
期
の
水
質
保
全
計
画
の
素

案
を
策
定
し
ま
し
た
。
つ
い
て
は
、

説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

11
月
14
日
（
金
）

◇
渡
公
民
館　
　

午
後
５
時

◇
外
江
公
民
館　

午
後
７
時
30
分

※
い
ず
れ
も
概
ね
1
時
間
を
予
定
。

▼
定　

員　

80
人

※
参
加
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

水
木
し
げ
る
記
念
館

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

水
木
し
げ
る
ワ
ー
ル
ド
に
関
す
る

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

難
問
！
珍
問
？
を
準
備
し
て
み
な

さ
ん
の
挑
戦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
７
時

（
受
付
は
午
後
５
時
30
分
〜
６
時
）

▼
と
こ
ろ　

水
木
し
げ
る
記
念
館

▼
入
館
料　

一　

般　

７
０
０
円

　
　
　
　
　

中
高
生　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生　

３
０
０
円

▼
定　

員　

先
着
30
人

※
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
が
必
要
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
木
し
げ
る
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
１
７
１
）

人

権

ふ

れ

あ

い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
と　

き　

12
月
14
日
（
日
）

　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
内　

容

◇
展　

示
（
午
前
11
時
30
分
〜
）

　

小
・
中
学
生
の
人
権
標
語
ほ
か

◇
バ
ザ
ー
（
午
前
11
時
30
分
〜
午
後

　

１
時
、
講
演
会
終
了
後
〜
午
後
３

　

時
30
分
（
一
部
））

◇
開
会
行
事
（
午
後
１
時
10
分
〜
）　

　

ま
つ
ぼ
っ
く
り
太
鼓
演
奏
ほ
か

◇
講
演
会（
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
）

・
演　

題

　

輝
く
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
で

〜
ま
ず
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
よ
う
〜

・
講　

師　

辻
イ
ト
子
さ
ん
（
タ
レ

ン
ト
・
漫
才
師
）

※
専
業
主
婦
か
ら
40
代
半
ば
で
芸
能

界
へ
飛
び
込
み
、
主
婦
タ
レ
ン
ト
と

し
て
Ｃ
Ｍ
や
テ
レ
ビ
で
活
躍
。
知
的

障
が
い
の
あ
る
長
女
を
明
る
く
育
て

上
げ
た
パ
ワ
フ
ル
な
母
で
も
あ
り
ま

す
。

※
入
場
無
料
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

※
手
話
通
訳
・
託
児
を
行
い
ま
す
。

託
児
希
望
の
場
合
、12
月
10
日
（
水
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
託
児
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

じ

ん

け

ん

講

座

「
一
人
ひ
と
り
か
ら
は
じ
め
よ
う

　
　

〜
人
と
人
と
の
い
い
関
係
〜
」

　

現
在
の
日
本
に
は
、
２
０
０
万
人

以
上
の
外
国
籍
の
人
が
住
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
国
籍
を
有
し
て
い

て
も
外
国
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
人
を
含

め
れ
ば
、
外
国
人
の
人
権
は
と
て
も

身
近
な
も
の
で
す
。

　

文
化
や
風
習
の
違
い
か
ら
く
る
差

別
や
偏
見
を
、
講
師
自
身
の
体
験
か

ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

新
井
良よ

し

穂ほ

さ
ん
（
米
子

市
人
権
教
育
推
進
員
）　

▼
募
集
人
員　

50
人（
要
申
し
込
み
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
事

務
局
（
地
域
振
興
課
人
権
政
策
室
）

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

人
権
学
習
地
区
巡
回
講
座

　

ド
ラ
マ
鑑
賞
を
通
し
て
、
一
人
一

人
を
大
切
に
し
た
人
権
尊
重
の
視
点

か
ら
、「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
11
月
は
渡
地
区
で
開
催
し
ま
す
。

※
渡
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
以
外
で

も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
と　

き
・
と
こ
ろ

◇
11
月
10
日
（
月
）、
11
日
（
火
）、

12
日
（
水
）　

渡
公
民
館

◇
11
月
14
日
（
金
）　

渡
西
会
館

◇
11
月
17
日
（
月
）　

渡
公
民
館

い
ず
れ
も
午
後
８
時
〜
９
時
30
分

◇
11
月
13
日
（
木
）　

渡
公
民
館

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要

▼
テ
ー
マ

　

気
持
ち
が
楽
に
な
る　

人
付
き
合

い
の
方
法

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い

る
人
が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生

活
体
験
を
行
う
場
で
す
。
今
回
は
料

理
を
作
り
ま
す
。
は
じ
め
て
の
人
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

11
月
21
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
食
材
費
３
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

辻イト子さん

催催  

しし
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informationinformation

境

港

市

青

少

年

意

見

発

表

会

　

市
内
の
中
学
生
９
人
が
日
頃
考
え

感
じ
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

荒
尾
家
旧
蔵
文
書
特
別
展

　

旧
鳥
取
藩
家
老
・
荒
尾
家
が
所
蔵

し
て
い
た
古
文
書
の
中
か
ら
、
未
公

開
の
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
14
日
（
金
）
〜
24

日
（
月
・
振
休
）

▼
と
こ
ろ　

海
と
く
ら
し
の
史
料
館

▼
内　

容

　

荒
尾
家
旧
蔵
文
書
（
豊
臣
秀
吉
・

武
田
信
玄
・
加
藤
清
正
直
筆
の
書
状

な
ど
）　

計
10
点

※
別
途
入
館
料
が
必
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

地
域
医
療
連
携
室
講
演
会

　

糖
尿
病
週
間
に
あ
わ
せ
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

済
生
会
境
港
総
合
病
院

２
階
会
議
室

▼
内　

容

◇
講　

演

①
「
糖
尿
病
と
目
の
お
話
し
」

②
「
糖
尿
病
と
合
併
症
」

◇
講　

師

①
長
田
愉ゆ

以い

子こ

さ
ん
（
眼
科
医
師
）

②
木
下
博ひ

ろ

司し

さ
ん
（
内
科
医
長
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

地
域
医

療
連
携
室　
　
（
☎
42
‐
５
８
０
５
）

プ
ラ
ン
ト
５
健
康
ま
つ
り

　

プ
ラ
ン
ト
５
と
済
生
会
境
港
総
合

病
院
、
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

共
催
で
、
看
護
師
や
保
健
師
に
よ
る

手
洗
い
チ
ェ
ッ
ク
と
社
会
福
祉
士
の

医
療
・
介
護
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
内　

容　

手
洗
い
チ
ェ
ッ
ク
、
血

圧
測
定
、
手
洗
い
と
感
染
予
防
説
明
、

健
康
・
医
療
・
介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー

▼
と　

き　

11
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ　

プ
ラ
ン
ト
５
（
境
港
サ

ロ
ン
内
、
サ
ロ
ン
前
広
場
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

地
域
医

療
連
携
室　

磯
辺
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
１
６
１
）

さ
か
い
み
な
と
消
防
フ
ェ
ア

　

い
ろ
い
ろ
な
展
示
・
体
験
を
通
し

て
消
防
業
務
へ
の
理
解
を
深
め
、
市

民
と
消
防
職
団
員
と
の
交
流
を
図
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
と　

き　

11
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

境
港
消
防
署
屋
外
訓
練
場

▼
内　

容

◇
消
防
車
両
、
資
機
材
展
示

◇
訓
練
展
示

◇
放
水
体
験
、
煙
体
験

◇
炊
き
出
し 

ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
境
港
消
防
署 

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
０
１
１
９
）

◇
自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

家

族

介

護

教

室

「
フ
ル
ー
ツ
コ
ン
ポ
ー
ト
は
便
利
な

栄
養
補
助
食
品
！ 

」

　

高
齢
者
向
け
の
食
べ
や
す
い
お
や

つ
作
り
を
通
し
て
、
介
護
者
同
士
の

交
流
を
図
り
ま
す

▼
と　

き　

12
月
4
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容　

調
理
実
習
、
試
食

▼
講　

師

　

さ
か
い
幸
朋
苑
管
理
栄
養
士

▼
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
食
材
費
２
０
０
円

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
２
２
９
９
）

コ
ン
ニ
チ
ハ
人
形
劇

「
人
形
劇
と
ギ
タ
ー
の
夕
べ
」

　

県
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
境
港

に
滞
在
し
、
制
作
し
た
作
品
の
発
表

会
で
す
。

▼
対　

象　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

▼
と　

き　

11
月
30
日
（
日
）

　

午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

上
道
町
会
館

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
未
来
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
西
部
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
６
０
０
３
）

こ
こ
ろ
の
相
談
会

　

子
ど
も
や
家
族
、
知
人
の
こ
と
な

ど
日
頃
気
に
な
っ
て
い
る
悩
み
や
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
相
談
を
お
聴
き
し
ま
す
。

※
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
で
す
。

▼
と　

き　

11
月
30
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。（
当

日
受
付
可
）

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
っ

と
り

　
（
☎
０
１
２
０
‐
82
‐
５
８
５
８
）

吟ぎ
ん

詠え
い

発

表

会

　

詩
吟
は
、
決
し
て
難
し
い
も
の
で

は
な
く
誰
に
で
も
出
来
ま
す
。

　

優
秀
吟
者
と
プ
ロ
の
先
生
を
招
い

て
山
陰
で
初
の
大
会
で
す
。

▼
と　

き　

11
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
開
演

▼
と
こ
ろ

　

さ
か
い
幸
朋
苑
ナ
マ
ス
テ
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鷲
し
ゅ
う

朋ほ
う

吟
詠
会
鳥
取
連
合
支
部　

平

野
岳が

く

翔
し
ょ
う

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
４
１
０
３
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

【
室
内
楽
で
あ
た
た
か
な
時
間
を

　
　
　
　
　
　

過
ご
し
ま
せ
ん
か
】

▼
と　

き　

11
月
14
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
出　

演　

さ
か
い
み
な
と
弦
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル

▼
曲　

目

　

花
は
咲
く
、七
つ
の
子
、お
も
ち
ゃ

の
兵
隊
の
行
進
、
カ
ノ
ン 

な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
４
）
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informationinformation

労

働

セ

ミ

ナ

ー

　

労
働
時
間
の
実
務
に
つ
い
て
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
内　

容　

労
働
時
間
管
理
の
実
務

（
休
日
労
働
、
時
間
外
勤
務
な
ど
の

間
違
い
や
す
い
労
働
時
間
の
管
理
な

ど
）

▼
と　

き　

11
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
立
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
講　

師　

山
下
靖や
す

夫お

さ
ん
（
特
定

社
会
保
険
労
務
士
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
資
料

準
備
の
た
め
事
前
申
込
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所
み

な
く
る
米
子　
（
☎
31
‐
８
７
８
５
）

FAX 

21
‐
０
０
３
４

原
子
力
防
災
現
地
研
修
会

（
見
学
会
）
参
加
者

▼
と　

き　

11
月
28
日
（
金
）

　

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
４
時
20
分

▼
見
学
施
設

◇
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

◇
島
根
原
子
力
発
電
所
（
バ
ス
車
内

　

か
ら
見
学
）

▼
集
合
・
解
散
場
所

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
前

▼
募
集
人
数　

40
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

は
が
き
に
、
参
加
さ
れ
る
す
べ
て

の
人
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
ご
記
入
の

上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。（
は
が

き
１
枚
で
２
人
ま
で
応
募
可
能
で
す
。

な
お
、電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、メ
ー

ル
で
も
応
募
で
き
ま
す
。）

▼
申
込
期
限

　

11
月
19
日
（
水
）
必
着

▼
注
意
事
項

◇
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◇
見
学
に
は
本
人
確
認
書
類
が
必
要

　

で
す
。（
本
人
確
認
書
類
に
つ
い

　

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
３
‐
０
０
５
４

　

米
子
市
糀
町
１
丁
目
１
６
０

　

西
部
総
合
事
務
所
地
域
振
興
局
西

部
振
興
課　
　
（
☎
31
‐
９
６
３
４
）

FAX 

31
‐
９
６
３
９

Mail

seibu
-sh
in
kou
@
pref.tottori.jp 

陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒
採
用
試
験

　

陸
上
自
衛
隊
で
装
備
品
を
運
用
す

る
自
衛
官
を
養
成
す
る
「
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
」
の
生
徒
の
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

　

中
学
校
卒
業
見
込
者
〜
17
歳
未
満

の
人

▼
受
付
期
限

◇
推
薦
試
験　

12
月
５
日
（
金
）

◇
一
般
試
験　

来
年
１
月
９
日（
金
）

▼
試
験
日

【
推
薦
試
験
】

　

来
年
１
月
10
日（
土
）〜
12
日（
月
・

祝
）
の
指
定
す
る
１
日

【
一
般
試
験
（
一
次
）】

　

来
年
１
月
24
日
（
土
）

【
一
般
試
験
（
二
次
）】

　

来
年
２
月
５
日（
木
）〜
８
日（
日
）

の
指
定
す
る
１
日

▼
そ
の
他

　

そ
の
他
の
各
種
コ
ー
ス
も
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
33
‐
２
４
４
０
）

夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る
女
性

　

夢
に
生
き
る
、
女
性
の
た
め
の
教

育
・
訓
練
賞
の
対
象
者
を
募
集
し
ま

す
。

▼
対　

象

　

自
身
と
扶
養
家
族
に
対
し
、
主
に

経
済
的
責
任
を
負
い
な
が
ら
、
職
業

訓
練
、
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、
大

学
に
在
学
中
ま
た
は
入
学
許
可
を
得

て
い
る
女
性
。

▼
支
援
額　

20
万
円

※
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限　

11
月
15
日
（
土
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
境
港
（
市

場
）　　
　
　
（
☎
44
‐
５
５
５
３
）

市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格

【
共
通
事
項
】

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

【
一
般
】

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

【
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
】

◇
自
炊
可
能
な
程
度
の
健
康
状
態
で
、

　

60
歳
以
上
の
高
齢
者
単
身
世
帯
等
、

　

一
定
の
世
帯
構
成
で
あ
る
こ
と

※
詳
し
い
入
居
要
件
等
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
と
は
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
向
け
の
設
備
を
備

え
た
住
宅
に
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
設
備
と
生
活
援
助
員
の
サ
ー
ビ
ス

を
加
え
た
住
宅
で
す
。
家
賃
の
ほ
か

に
生
活
援
助
員
派
遣
費
用
が
必
要
で

す
。

※
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
接
続
の
た
め
、

固
定
電
話
の
設
置
が
必
要
で
す
。

※
入
居
者
は
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま

す
が
、
状
況
に
よ
り
抽
選
で
決
定
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

11
月
６
日
（
木
）
〜
18
日
（
火
）

▼
入
居
抽
選
日　

11
月
20
日
（
木
）

▼
入
居
可
能
日　

12
月
１
日
（
月
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

募募  

集集

団地名
夕顔団地

（誠道町 217）

第 2夕顔団地

（誠道町 162）

上道団地

（上道町 3565）

種　別 一　般 一　般 シルバーハウジング

建設年度 平成 4年 昭和 48 年 平成 12 年

構　造 鉄筋・３階建 鉄筋・4階建 鉄筋・４階建

募集住戸 4B 棟 29 号（２階） 48A 棟 11 号（２階） 12 棟 106 号（１階）

間取り等
２ＤＫ
６畳（２）

３Ｋ
６畳、４. ５畳（２）

２ＤＫ
７. ５畳、６畳（洋）

家賃 ( 円 ) 16,200 ～ 31,800 10,300 ～ 20,300 21,000 ～ 41,300
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informationinformation

勤

労

者

美

術

展

▼
と　

き　

来
年
１
月
25
日
（
日
）

〜
２
月
１
日
（
日
）

※
１
月
28
日
（
水
）
は
休
館
日

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
美
術
館

【
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
】

▼
対　

象

　

県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
勤
労
者

お
よ
び
退
職
者
、
家
族

▼
部　

門

　

写
真
、
洋
画
、
日
本
画
、
書
道
（
わ

た
し
の
熱
中
作
品
展
も
同
時
募
集
）

▼
出
品
点
数

　

１
部
門
に
つ
き
２
点
以
内
。
写
真

は
単
２
点
以
内
ま
た
は
組
１
点
の
い

ず
れ
か
。

※
未
発
表
作
品
に
限
る
。

※
原
則
と
し
て
全
て
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間

　

来
年
１
月
７
日
（
水
）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協

議
会

（
☎
０
８
５
７
‐
27
‐
４
１
８
８
）

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
参
加
者

　

基
礎
回
転
技
術
や
応
用
技
術
を
学

び
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
小
学
４
〜
６
年
生
、
中
学
生

▼
と　

き

　

来
年
１
、２
月
の
日
曜
日
の
う
ち

６
回

▼
と
こ
ろ　

大
山
ス
キ
ー
場

▼
参
加
費　

３
千
円

※
傷
害
保
険
料
を
含
む
。

※
交
通
費
、
リ
フ
ト
代
、
食
事
代
の

実
費
が
別
途
必
要
で
す
。

▼
保
護
者
説
明
会

◇
と　

き　

11
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

◇
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

▼
定　

員　

30
人
（
保
護
者
説
明
会

の
受
付
順
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

遠
藤
博
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
０
７
０
５
）

　

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
特
に
記
載
が
な
い
場
合
、

会
場
は
問
い
合
わ
せ
先
と
同
じ
で
す
。

び

さ

い

交

流

会

▼
和
太
鼓
教
室

◇
と　

き　

11
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
お
も
ち
つ
き

◇
と　

き　

11
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

※
毎
日
、
園
庭
と
え
ほ
ん
館
を
開
放

し
、
未
就
園
児
に
も
絵
本
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

美
哉
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
８
３
９
）

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

▼
お
も
ち
つ
き

◇
と　

き　

11
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

◇
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
水

筒
、
お
皿
、
お
箸

◇
定　

員　

先
着
15
組
（
要
申
込
）

※
未
就
園
児
を
対
象
に
園
庭
開
放
し

て
い
ま
す
。

◇
平　

日　

午
前
10
時
〜
正
午

◇
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
問
い
合
わ
せ
先　

聖
心
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
０
４
０
）

両

親

学

級

▼
対　

象

◇
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

◇
現
在
、
子
育
て
を
し
て
い
る
お
父

　

さ
ん
、
お
母
さ
ん

※
妊
婦
さ
ん
だ
け
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ご
家
族
も
ご
一
緒
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
30
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

【
妊
娠
中
に
使
え
る
制
度
】

　

妊
娠
中
か
ら
子
育
て
の
間
に
知
っ

て
お
く
と
役
立
つ
制
度
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

【
妊
娠
疑
似
体
験
】

　

お
父
さ
ん
、
妊
婦
さ
ん
の
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
心
と
体
を
育
む
食
生
活
】

　

心
と
体
の
栄
養
に
な
る
食
生
活
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

※
楽
な
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
託
児
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
申

し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

11
月
28
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
２
）

き
ら
き
ら
・
ひ
ま
わ
り

▼
巡
回
子
育
て
プ
レ
イ
ラ
ン
ド

 

ひ
ま
わ
り
の
お
も
ち
ゃ
を
持
っ
て

出
か
け
ま
す
。
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ

う
。

◇
と　

き　

11
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

境
公
民
館

▼
キ
ラ
キ
ラ
☆
ま
つ
り

◇
と　

き　

11
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
。

◇
と
こ
ろ

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

ま
わ
り
」

◇
内　

容

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
遊
び
の

コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

販
売
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
き
ら
」（
☎
45
‐
０
１
１
６
）

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」（
☎
21
‐
８
１
０
３
）

お

は

な

し

広

場

　

絵
本
や
お
は
な
し
、
手
遊
び
う
た

な
ど
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

子
育
て

子
育
て

　

支
援
情
報

　

支
援
情
報

内　容　（担当団体名） と　こ　ろ と　　き 対　象

絵本とお話の部屋
（おはなしポケットの会）

市民図書館
１２月６日

（毎月第１土曜日）
14：00

～

15：00

幼　児

～

大　人

絵本と紙しばいを楽しむ会
（なぎさ会） 市民活動センター

（市民会館１階）

１１月８日
（毎月第２土曜日）

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

１１月１５日
（毎月第３土曜日）

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

地域子育て
支援センター
ひまわり

毎週水曜日
10：30　

～

11：30

17　平成２６年１１月



　第１４回鬼太郎カップ境港駅伝競走大会が１０月

１９日（日）に行われ、初出場の山陽特殊製鋼（兵庫）

が強豪チームを抑えて総合優勝を果たしました。　

　高校、大学、自衛隊の各部門のほか、環日本海圏域

のスポーツ交流の一環として、ロシア・ウラジオスト

ク市からも駅伝チームが参加し、秋に入った境港で熱

戦が繰り広げられました。

秋の境港を駆け抜ける
　日韓ロ国際交流鬼太郎カップ境港駅伝開催

フ ォトニ ュ ースフ ォトニ ュ ース

　親子で協力して栽培したサツマイモも大きくなり、

９月２７日（土）に親子ふれあい農園で収穫祭があり

ました。

　収穫の後は、いもごはん、てんぷらなどのいも料理

を美味しくいただき、子どもも大人も大喜びでした。

　農業体験を通して、農業、食の大切さを学び、親子

の絆を深めました。

いも掘りで絆を深める
　親子ふれあい農園で収穫祭

　原子力防災訓練が１０月１８日（土）に行われ、　

境港市では全７地区で２０カ所の一時集結所を開設

し、１３４人の住民参加がありました。

　今回の訓練は、初めて放射性物質放出後を想定して

行われ、参加者にマスク等を着用してもらったほか、

災害時に実際に使用するスクリーニング会場を開設し

たり、要支援者を自衛隊ヘリコプターで救急搬送した

りするなど、より実践的な訓練に取り組みました。 

　

災害への備えを万全に
　原子力防災訓練を実施

市報さかいみなと　18



保健相談センターへ

　　　　お越しください

催し物名 と　き 対　象 問い合わせ先

妊産婦・乳幼児

健康相談
12 月 9 日（火）

9:30 ～ 12:00
（受付 9:30 ～
10:30）

妊産婦・
乳幼児と
保 護 者

健康推進課
☎ 47-1041
※母子健康手帳を持参

離乳食講習会 12 月 9 日（火）

10:00 ～ 10:40
（9カ月～1歳6カ月児）

10:50 ～ 11:30
（5カ月～8カ月児）

５カ月～
１歳６カ月児
と保護者

健康推進課
☎ 47-1042
※母子健康手帳を持参

カウンセリング 12月17日（水）14:00 ～ 16:00 市　民
健康推進課
☎ 47-1043
※予約制

６カ月児健康診査

▼ 11 月 12 日（水）12:45、13:15

　平成 26 年 4 月生まれの乳児

▼ 12 月 3 日（水）12:45、13:15

　平成 26 年 5 月生まれの乳児

１歳６カ月児健康診査

▼ 11 月 13 日（木）12:50、13:15

　平成 25 年 4 月生まれの幼児

▼ 12 月 4 日（木）12:50、13:15

　平成 25 年 5 月生まれの幼児

３歳児健康診査

▼ 12 月 25 日（木）12:50、13:15

　平成 23 年 11 月生まれの幼児

　境港市では、思春期の子どものこころの実態を知

ることを目的としたアンケートを、市内の小学校 6

年生に実施しました。

　その結果、 “「ほめられている」と感じている子ど

もはそうでない子どもよりこころや身体の調子がよ

かったり、自分のことが好きである。”という傾向

がみられました。

　ちょっとしたほめ言葉が子どものこころを育む魔

○ほめてくれる人

　　親や友達、学校の先生が多い。近所や地域の

　人と答えた子どもが 30%。まったく誰にもほ

　められたことがない、という回答もあった。

○かけられてうれしい言葉

　　自分の頑張りをみとめてくれる言葉「すごい

　ね」「頑張ったね」「上手だね」などや、感謝の

　言葉「ありがとう」「助かったよ」など。

法の言葉のようです。

　今後もアンケートの結果をお

伝えする機会を持っていきたい

と思います。地域のみなさんで

一緒に子どものこころについて

考えていきませんか？

保健師の

ちょっと一言
子どものこころや身体の調子が良く
なる魔法の言葉をご存じですか ?

保健だより保健だより保健だより保健だより

今月のげんきちゃん

芝
しば

田
た

 皓
こう

信
しん

ちゃん・結
ゆい

捺
な

ちゃん　
　　　　　　　　　（H26.1.28 生）

お父さんの 茂
しげ

康
やす

 さん

お母さんの 倫
みち

子
こ

 さん（渡町）
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相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談
11 月 13 日（木）

12 月 4 日（木）
13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談 第２・４金曜日 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）

法 律 相 談 第１・３金曜日 13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

子 育 て 相 談
毎日
「きらきら」土・日曜日を除く
「ひまわり」木曜日を除く

8：30 ～ 17：15
地域子育て支援センター
「きらきら」☎ 45-0116
「ひまわり」☎ 21-8103

青 少 年 相 談 月～金曜日 9：00 ～ 16：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

無 料 相 談 会
11 月 20 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）

 境港市の人口

　　男　：17,186 人（＋ 33）
　　女　：18,502 人（＋ 4）
　合　計：35,688 人（＋ 37）
　世帯数：15,213 世帯（＋ 7）

　※平成 26 年 9 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

催し物スケジュール

くらしの相談日くらしの相談日

防災行政無線が聞き取りにくいときはテレフォンサービスをご利用ください！
　☎０１２０－４４５－０４０（フリーダイヤル）

と　き 催し物名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

11 月 5 日（水）
魚・木彫彩色レリーフ展
　（～ 12 月 29 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

11 月 7 日（金）
彩港展
　（～ 11 月 10 日（月））

市 民 会 館 10:00 ～ 17:00
彩港会
☎ 45 － 0215（足立）

無料

11 月 15 日（土） 絵本と紙芝居の会 市民図書館 14:30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無料

11 月 16 日（日） 第 19 回　境みなと寄席 文化ホール
昼 13:20 ～

夜 17:50 ～

境港ライオンズクラブ
☎ 44 － 5477

前売り　2,500 円
（当日 3,000 円）

11 月 30 日（日） 境港市合唱祭 2014 文化ホール 14:00 ～
境港市合唱祭 2014 実行委員会
☎ 45 － 4260

300 円
高校生以下無料

12 月 6 日（土）
草月流草清会花展　小笠原流煎茶道茶席　　
　（～ 12 月 7 日（日））

市 民 会 館
大会議室ほか

10:00 ～ 17:00
草月流草清会
☎ 44 － 0643（景山）

無料

市報さかいみなと　20


